
「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

第 123 回 

『知恵の紐解き 〜『人生は百貨店のようなものだ』〜』 

 

2022年8月20日は、『がん哲学外来白鷺メディカル・カフェ開設7周年記念講演

会』での＜特別講演＞『生きる力を引き出す寄り添い方 〜 先人達の知恵の紐

解き 〜』に赴く（代表：太田和歌子、日本キリスト教団白鷺教会に於いて）（画

像1）。 筆者の前の講演は、【『「生きる力を引き出す寄り添い方」 ～ 自分

を慈しむ ～』、張田直子氏（救世軍清瀬病院チャプレン）、野口恵子氏（救世

軍清瀬病院チャプレン/上智大学大学院実践宗教学研究科博士後期課程在籍中/

上智大学グリーフケア人材養成講座の演習補助員）】とのことである (画像1）。 

 

想えば、今は亡き太田和歌子 氏の妹様の中井理佐子 氏（2016年逝去）の追悼

記念シンポジウムが、『信徒の友』2015年11月号に、中井理佐子 氏のインタビ

ュー記事が掲載されて、どんなふうに教会のカフェを立ち上げたかが、丁寧に

紹介されていた。『重要なのは 仕事の大きさより「自分の使命」を果たせたか

どうか』（ビクトール・フランクル）が、今回、鮮明に蘇って来た。 すべての

始まりは「人材」である。 

 

2022年8月21日は、定例の『東久留米がん哲学外来inメディカルカフェ』（2008

年開始）と『読書会』（2007年開始）である（東久留米市 市民プラザに於いて）。

『読書会』では、新渡戸稲造『武士道』(岩波文庫、矢内原忠雄訳)と内村鑑三

『代表的日本人』 (岩波文庫、鈴木範久訳)を交互に読み進めている。 今回は、

新渡戸稲造『武士道』第10章「武士の教育および訓練」である。【樋野先生の

ユニークでわかりやすい解説と さり気なく語られるメッセージに励まされ、人

生の生きる意味を あらためて考えるひとときになります。 どなたでもご参加

いただけます。 みなさまの参加をお待ちしております。】と謳われている（画

像2）。 スタッフの心温まる励ましには、涙無くして語れない！『新渡戸稲造

の言葉』の3か条の心得である。 

１）『人生は百貨店のようなものだ』 

２）『つらいことがあっても顔には出すな』 

３）『状況の悪いときこそ明るい面を見よ』 

 

 



 

  

[日 時] ▶▶▶ ８ 月２ ０ 日（ 土） PM 2 ： 0 0 ～PM 4 ： 0 0

▶▶▶ 日本キリ スト 教団白鷺教会（ 会場定員３ ０ 名）

（ 〒1 6 5 -0 0 3 5  東京都中野区白鷺2 -4 7 -1 0 ）

[会 場]

樋野興夫（ひのおきお）氏
順天堂大学名誉教授

新渡戸稲造記念センター長
恵泉女学園理事長

主催： がん哲学外来白鷺メ ディ カル・ カフェ

0 9 0 -9 3 9 7 -6 3 8 7

太田和歌子（ 中井理佐子）

がん哲学外来白鷺メ ディ カル・ カフェ 開設7 周年記念講演会

参加費無料

Zoom 同時開催

（ 事前予約制）

お申込み・ お問い合わせ
HP/ MAIL/ TELにて

TEL

MAIL

白鷺メディカル・カフェHP

プログラム

＜特別講演＞

●「 生きる力を引き出す寄り 添い方」 ～自分を慈しむ～

張田直子氏（ 救世軍清瀬病院チャプレン）

野口恵子氏（ 救世軍清瀬病院チャプレン/上智大学大学院実践宗教学研究科

博士後期課程在籍中/上智大学グリ ーフケア人材養成講座の演習補助員）

●「 生きる力を引き出す寄り 添い方」 〜 先人達の知恵の紐解き 〜

樋野興夫氏

● 質疑応答

後援： 一般社団法人がん哲学外来・ 中野区社会福祉協議会

「 生きる力を引き出す寄り 添い方」
～大切な人が がんになったとき～

代表

・ 会場では 検温・ 手指消毒・ マスク着用 をお願いします。
・ 当日体調不良の方は、 ご来場をお控えく ださい。
・ 感染状況により 、 オンライン開催のみになる場合はお知らせいたします。

sh ira sa g i.m ed ica fe@ g m a il.com

共催： 日本キリ スト 教団白鷺教会 協力： 中野区がん哲学連絡会



 

 


